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3. 特集講座 
3.1. 情報システム構築学講座 
3.1.1. 講座およびプロジェクトの概要 
近年，わが国においては，少子高齢化が進み，独居高齢者が増加している．また，独居高齢者が人に知られず亡くなり
数日間発見されないという事例（孤独死）が増加し，社会的問題となっている． 
一方，国民の食生活の変化や運動不足等により，生活習慣病の増加も深刻な問題となっている．このような状況下で医
療費の増大を防ぐためには，個人個人による病気にならない健康増進活動（予防医療）がますます重要になってきている
[1]～[3]． 
本稿では，情報システム構築学講座で取り組んでいるいくつかの研究プロジェクトの中から，独居高齢者を防ぐための
高齢者見守りシステムプロジェクト，健康増進活動を支援するウェルネスサポートシステム（WSS）プロジェクトの２つ
の取り組みについて紹介する． 
見守りシステムプロジェクトの節では，我が国の高齢化の状況やこれまでの自己発信型高齢者見守りシステム開発経緯
を紹介する．また，自己発信できない場合に補完手段として用いるドップラーセンサを用いた方法について説明する．こ
のセンサを用いた方法では，人間の呼吸や行動パターンの測定・分析を行い，独居高齢者や要介護者の見守りを実現する．
また，ディジタルフォトフレームなど新端末を用いた高齢者見守りシステムの提案も行っている． 
WSSプロジェクトは，家庭で日常的に測定する体重，体脂肪，血圧などのバイタルデータや，歩数など，健康増進活動
に関わるデータについて，インターネットを通じて自動的に送信して指導を受けることができるウェルネスサポートシス
テムを構築することを目的としている．本研究では，最近の様々なインタフェースを有する健康測定機器，ゲートウェイ
（通信装置），認証技術をシームレスに統合するためのプラットフォームの提案も行っている． 
3.1.2. 高齢者見守りシステムプロジェクト 
1. 高齢化の状況 
我が国の65歳以上の高齢者人口の割合は昭和25年には4.9％となっていたが，27年には5.0％と，総人口の20人に1人が
高齢者となり，60年には10.3％と10人に1人となった．その後も上昇を続け，平成17年には20.2％と5人に1人となり，平
成21年は更に上昇して22.7％となり[4]，今後も増加していくと考えられる． 
また，65歳以上の者のいる世帯は平成21年で1,828万5千世帯（全世帯の38.5％）となっている．その中で「単独世帯」
410万2千世帯（65歳以上の者のいる世帯の22.4％）となっている．65歳以上の単独世帯数の推移を図1に示す．  
また近年，地域社会の支え合う関係の脆弱化に加え，高齢者自身の人に迷惑をかけたくないという意識的な要因が背景
となり，都市部においても中山間地域においても高齢者の社会的孤立，孤独死が増加を続け問題視されている[5]．孤独
死した死者数(65歳以上)は図2に示す通り増加傾向にある．  
このような増加傾向にある高齢者の孤独死を防ぐためには，異常事態に陥った高齢者を早期に発見し，地域の社会福祉
協議会などの生活管理者に知らせる必要がある．ただし，生活管理者が電話や訪問等のアナログな方法で確認作業を行う
ことには限界がある．特に，過疎地における独居高齢者の場合は，遠隔地に居住していることが多い．このような場合，
ICT(情報通信技術)を活用して異常事態を発見し，知らせることが有望であると考えられる．その方法の１つである緊急
通報システムは，押しボタン式の端末やペンダント型の発信機を使い電話回線で通信を行うものである．本システムは，
